
地区まちづくり計画（まちづくりに関する方針・土地利用計画）適合チェックリスト

代理者が持参した建築物の計画（配置図、平面図、断面図等）が下記の事項を満足しているかチェックしてください

１  建築物の最高高さは１０ｍ以下か（建物断面図の寸法）

（ただし、住工共存ゾーンの建築物については15ｍ以下）               ＯＫ  □

２  合併浄化槽を設置しているか                                          ＯＫ  □

（配置図に合併浄化槽を設置しているか）

３  外壁の色は基準内か                                                  ＯＫ  □

    （外壁の色のマンセル記号を表示してもらい彩度が基準値以下か）       

４  塀等を設置する場合は高いブロック塀は避け、できるだけ低くしている    ＯＫ  □

か。また、道路沿いでは可能な場所については、できるだけ生垣として

いるか

５  拡幅予定道路沿いの敷地の場合、門・塀・建物は道路中心から2.17ｍ      ＯＫ  □

    （または規定の数値）後退しているか

６  その他まちづくりに関する方針、まちづくり構想図、まちづくり区分図    ＯＫ  □

    に適合しているか

７  土地利用計画図に適合しているか                                      ＯＫ  □

・農業区域は農業環境の保全を主とする区域なので、新たな建築物の建築を抑制する区域です。
・地区の将来の土地利用計画として定めた農業区域でも分家住宅や農家住宅の新築は現行の当該許可基準に適合すれば建築が可能です。しかし、まちづくりの土地利用の主旨から、できるだけ集落区域で建築されるようまちづくり協議会から建築主に協議によりお願いするものです。
・農業区域内の既存建築物は、農業区域に立地可能です。
・農業用倉庫は農業に必要なものとして農業区域に立地可能です。

１～７に適合している場合地区まちづくり計画（まちづくりに関する方針と土地利用計画）に適合していると承諾した旨代理者（建築主）にお伝えください。

外壁の色につては何年か後に塗り替えすることが考えられるため、別紙の協定を結ぶようお願いします。（３以外の項目に適合しない場合でも協定を結ぶことは可能です。）
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